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平成26年11月16日（日）いきいき情報センター及び
文化ふれあい館の２会場で意見交換会を開催しまし
た。� （最終ページに関連記事あり）

第１回太宰府市議会
　　　意見交換会を開催しました。

いきいき情報センター

文化ふれあい館

第142号



3031 142号平成27年2月1日

定例議会リポート12 月
　平成26年第４回定例会を12月１日から17日まで、17日間の会期で開催し、専
決処分の承認１件、財産の取得１件、指定管理者の指定２件、条例の制定１件、
条例の廃止１件、条例の一部改正10件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予
算４件、委員の選任２件、請願２件、意見書２件、陳情１件の審議を行いました。

条

議 発 条

予

例

員 議 例

算

◆太宰府市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
◆太宰府市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例に
　ついて
◆太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について
◆教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例について
◆太宰府市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　上記５条例は、昨年８月７日の人事院勧告（月例給についての給料表の引上げ及び
特別給についての年間0.15月分の引上げ）に準じた改正を行うため

◆太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について
　昨年10月30日付で税制審議会からの適用期間の3年延長を答申されたため

◆太宰府市手数料条例の一部を改正する条例について
　土地台帳及び家屋台帳の閲覧について個人情報の保護及び課税情報の適正利用の観
点から閲覧を廃止し、電算管理に登録し情報提供することとし、閲覧手数料の項目を
削除するため

◆太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について
　児童福祉法の改正により、入所対象が小学校在籍する児童（６年生まで）に変わっ
たため

◆太宰府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に
　ついて
　国の定める基準を踏まえ、市が実施する放課後児童健全事業について条例を制定す
るため

◆太宰府市保育の実施に関する条例を廃止する条例について
　子ども子育て関連3法の制定に伴い、「条例で定める事由により」という根拠規定が
なくなったため

◆太宰府市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　出産育児一時金の額の改正、国民健康保険法が一部改正されたため

◆太宰府市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例について
　地方分権の進展により、地方自治体の自主的な決定と責任が求められる中、自治体経営の
方針の決定責任は各自治体に委ねられ、市の総合計画の基本構想の変更又は廃止、あるいは
新たに策定される場合について、地方自治法の改正に伴い議会の議決事項から削除されました。
　しかしながら、総合計画は、地方自治体が策定する自治体のすべての計画の基本となる、
行政運営の総合的な指針となる計画であることから、議会基本条例（議会改革）特別委員会
において審議検討し「総合計画の基本構想に加えて基本計画まで議決事件とする」こととな
りました。
　議決すべき事項を広げ、二元代表の一翼として、その責任を議会が負うことで、よりよい
自治体経営としていくため条例改正をするものです。
※議決事件とは、議会の行う議決（表決の結果得られた議会の意思決定）の対象となる事項です。

◆一般会計補正予算（第６号）
　歳入歳出それぞれ５億3,767万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ244
億7,608万3千円になりました。

◆国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ8,249万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ87億1,674
万3千円になりました。

◆後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ71万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ10億4,156
万9千円になりました。

◆介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ896万4千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ45億3,511
万6千円になりました。

◆水道事業会計補正予算（第１号）
　収益的支出の予定額に1,017万8千円を追加し、総額が12億4,662万5千円になりました。

費　目 予　算　額 歳出の主なもの

保険給付費 1,558万5千円 高額療養費(1,138万2千円) ‥‥上半期の執行状況から増額が必
要となったため

後期高齢者
支援金等 141万6千円 後期高齢者支援金（141万6千円）‥‥社会保険診療報酬支払基

金からの通知額に基づく不足額

諸支出金 6,549万5千円 償還金（6,549万5千円）‥‥平成25年度の実績報告に基づく療
養給付費など

費　目 予　算　額 歳出の主なもの

総 務 費 71万7千円 職員給与費（71万7千円）‥‥人事院勧告及び人事異動等のため

費　目 予　算　額 歳出の主なもの

総 務 費 896万4千円 庶務関係費(896万4千円）‥‥介護保険法改正に伴い電算システ
ムを改修するため

費　目 予　算　額 支出の主なもの

水道事業費用 1,017万8千円 職員給与費(1,017万8千円）‥‥人事院勧告及び人事異動等のため
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費　目 予　算　額 歳出の主なもの

議 会 費 273万9千円 職員給与費（273万9千円）‥‥人事院勧告及び人事異動等のため
総 務 費 6,654万5千円 普通財産管理費（340万円）‥‥北谷区のり面を補修工事するため

民 生 費 3億1,730万6千円

障がい者自立支援給付事業費（1億1千万円）‥‥就労支援系サー
ビスの利用者数増加のため
生活保護費（1億円）‥‥受給世帯の増加で医療扶助費が増加し
ているため

衛 生 費 784万9千円 職員給与費（544万6千円）‥‥人事院勧告及び人事異動等のため
農林水産業費 671万5千円 農業用施設整備費（250万円）‥‥井堰4か所を改修するため

土 木 費 2,352万2千円 道路橋梁新設改良費（500万円）‥‥青山1丁目道路陥没の原因
を調査するため

消 防 費 80万円 災害対策関係費（80万円）‥‥災害対策用備品購入のため

教 育 費 1,219万9千円 幼稚園就園奨励関係費（670万円）‥‥所得にかかわらず補助を
拡大するため

公 債 費 1億円 公債費（1億円）‥‥市債の一部繰り上げ償還を行うため

人

指 管 者 指

事

定 理 の 定

現委員の任期満了に伴い、後任の選任について同意を求めるのもの
　教育委員　武

む

藤
と う

　佳
か

穂
ほ

里
り

（観世音寺区）（任期　平成26年12月26日～平成30年12月25日）　
　教育委員　野

の

中
な か

　秀
ひ で

典
の り

　　（青葉台区）　　（任期　平成26年12月28日～平成30年12月27日）

公共施設の指定管理の満了に伴い、4月1日からの管理の指定について議決を求めるもの
　北谷運動公園…………太宰府市体育協会
　太宰府史跡水辺公園…公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団
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� （個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

件
数 議案番号 案 件 名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 改革の会 新政会 市民ネット 共産党 無所属

福
廣　

和
美

小
畠
真
由
美

陶
山　

良
尚

小
栁　

道
枝

佐
伯　
　

修

不
老　

光
幸

後
藤　

邦
晴

上　
　
　

疆

門
田　

直
樹

原
田
久
美
子

大
田　

勝
義

長
谷
川
公
成

村
山　

弘
行

渡
邊　

美
穂

神
武　
　

綾

藤
井　

雅
之

芦
刈　
　

茂

1 議案第48号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第
５号）について

原案
可決 ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × ×

2 議案第49号 太宰府市体育複合施設新築工事請負契約の
締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 辞

職 × ○ × × × ×

3 議案第53号 太宰府市立太宰府史跡水辺公園の指定管理
者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 辞

職 × ○ ○ ○ ○ ×

4 議案第55号 太宰府市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 辞

職 ○ ○ ○ ○ ○ ×

5 議案第56号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 辞

職 ○ ○ ○ ○ ○ ×

6 議案第57号 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部を改正する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 辞

職 ○ ○ ○ ○ ○ ×

※ は臨時会の議決結果です。
※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
※大田勝義議員は10月31日をもって議員を辞職されました。
▪公明党＝公明党太宰府市議団　▪改革の会＝太宰府市政改革の会　▪新政会＝太宰府新政会
▪市民ネット＝太宰府市民ネット　▪共産党＝日本共産党太宰府市議団

件数 議案番号 案件名 議決結果

1 議案第50号
専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度太宰府市一般会計補正予算（専決
第１号））

承　認

2 議案第51号 財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について 可　決

3 議案第52号 太宰府市立北谷運動公園の指定管理者の指定について 可　決

4 議案第54号 太宰府市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

5 議案第58号 太宰府市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

6 議案第59号 太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について 原案可決

7 議案第60号 太宰府市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

8 議案第61号 太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

9 議案第62号
太宰府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制
定について

原案可決

10 議案第63号 太宰府市保育の実施に関する条例を廃止する条例について 原案可決

11 議案第64号 太宰府市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

12 議案第65号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第６号）について 原案可決

13 議案第66号 平成26年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

14 議案第67号 平成26年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

15 議案第68号 平成26年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

16 議案第69号 平成26年度太宰府市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決

17 議案第70号 太宰府市教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

18 議案第71号 太宰府市教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

19 発議第３号 太宰府市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

20 請願第４号 「手話言語法」（仮称）制定を求める意見書の提出を求める請願書 採　択

21 請願第５号 「農業・農協改革」に関する請願書 採　択

22 意見書第４号 「手話言語法」（仮称）制定を求める意見書 原案可決

23 意見書第５号 「農業・農協改革」に関する意見書 原案可決

議
決
結
果
一
覧

臨時議会リポート
　平成26年第１回臨時会を10月６日、第２回臨時会を11月10日に開催し、一般
会計補正予算１件、契約議案１件の審議を行いました。

議

審 結

案

議 果

◆議案第48号「平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第５号）について」
　本体工事及び外構工事など建設に係る工事請負費５億2,500万円を追加するもので、
平成25年度からの総事業費は32億3,473万４千円となります。

◆議案第49号「太宰府市体育複合施設新築工事請負契約の締結について」
　３階建て体育複合施設の建築一式工事を行うもので、戸田建設㈱九州支店と25億9,000
万円（消費税別）で契約するものです。

　議案第48号に対し賛成討論１人、反対討論７人・議案第49号に対し６人が反対討論を
行い、各議員の表決結果は左記のとおりです。

そ 他

委 会 査

の

員 審

◆陳情第７号「中学校の専任司書に関する陳情書」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥総務文教常任委員会に送付

　各委員会における付託案件の審査結果は以下のとおりです。
委員会 議案番号 案　件　名 審　査　結　果

総 務 文 教
常任委員会

議案第54号 太宰府市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第55号 太宰府市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第56号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第57号 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の
一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第58号 太宰府市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）
議案第59号 太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）
議案第60号 太宰府市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）
議案第61号 太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第62号 太宰府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第65号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第６号）について 原案可決（全員一致）

建 設 経 済
常任委員会

議案第65号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第６号）について 原案可決（全員一致）
議案第69号 平成26年度太宰府市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決（全員一致）
請願第５号 「農業・農協改革」に関する請願書 採　　択（全員一致）

環 境 厚 生
常任委員会

議案第52号 太宰府市立北谷運動公園の指定管理者の指定について 原案可決（全員一致）
議案第53号 太宰府市立太宰府史跡水辺公園の指定管理者の指定について 原案可決（全員一致）
議案第63号 太宰府市保育の実施に関する条例を廃止する条例について 原案可決（全員一致）
議案第64号 太宰府市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）
議案第65号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第６号）について 原案可決（全員一致）

議案第66号 平成26年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）について 原案可決（全員一致）

議案第67号 平成26年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決（全員一致）
議案第68号 平成26年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決（全員一致）
請願第４号 「手話言語法」（仮称）制定を求める意見書の提出を求める請願書 採　　択（全員一致）

全会一致で可決した議案

賛否の分かれた議案
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問

問
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

体
育
セ
ン
タ
ー
の
将
来
像
は

長
谷
川
　
公
成
　
議
員

福
廣
　
和
美
　
議
員ど

う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問

質問項目

問

◦老人福祉センターの建物等の更
新について

◦市内住民で60歳あるいは65歳
定年離職者の労働希望者対策に
ついて

A　
部
長　

施
設
は
38
年

以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
毎
年
特

に
緊
急
性
が
あ
る
と
こ
ろ
は

修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
面
改
修
と
な
る
と
相
当
の

金
額
を
要
す
る
た
め
、
改
修

の
み
な
ら
ず
建
て
替
え
や
他

の
方
法
も
含
め
、
今
後
の
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
隣
施
設
の
駐
車
場
不
足

問
題
な
ど
を
含
め
福
祉
ゾ
ー

ン
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
総
合

的
な
福
祉
の
拠
点
と
な
る
よ

う
な
検
討
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A　
部
長　

①
今
回
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て
は
機
構
改
革
に

合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
充
実

さ
せ
る
た
め
本
年
4
月
か
ら

の
選
出
方
法
を
改
め
地
域
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
の
推
薦

と
し
、
つ
な
が
り
を
よ
り
強

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
選
出
方
法

を
改
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
解
散
さ
せ
た
と
い
う
こ
と

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

②
公
益
財
団
法
人
で
あ
る

太
宰
府
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
で
あ
れ
ば
市
の
方
針

に
合
わ
せ
連
携
強
化
が
望
め

る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ー
ル
事
業

に
加
え
市
が
主
体
的
な
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り

身
近
な
施
設
と
な
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
物
等
の
更
新
に
つ

い
て
、
毎
月
の
利
用
者
は
約

千
五
百
数
人
で
一
日
に
六
十

数
人
と
安
定
し
た
利
用
状
況
で
、

所
在
位
置
も
市
の
中
心
部
に

あ
り
、
ま
ほ
ろ
ば
号
を
利
用

す
れ
ば
便
利
な
場
所
で
あ
る
。

娯
楽
施
設
、憩
い
の
部
屋
で
は
、

将
棋
、
囲
碁
な
ど
で
利
用
さ

れ
お
風
呂
は
独
居
の
方
、
あ

る
い
は
夫
婦
だ
け
の
方
に
は

喜
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
建

物
や
施
設
は
大
変
古
く
傷
み

も
感
じ
ら
れ
る
。
更
新
を
考

え
る
時
期
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

Q　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

史
跡
水
辺
公
園
の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
平
成
26
年
4
月
突
如
と

し
て
市
長
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
は
解
散
さ
せ
ら

れ
た
。
市
民
の
健
康
、
体
力

づ
く
り
の
た
め
情
熱
的
に
活

動
を
行
っ
て
き
た
今
ま
で
の

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
を
な

ぜ
解
散
さ
せ
た
の
か
。

　

②
現
段
階
の
民
間
指
定
管

理
者
の
管
理
、
運
営
は
以
前

よ
り
安
全
に
快
適
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
民
間
指
定

管
理
者
か
ら
財
団
を
指
定
管

理
者
に
す
る
の
か
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

不
老
　
光
幸
　
議
員

問

質問項目
◦職員の新規採用に当たっての対

応について
◦佐野東地区「まちづくり」の今後

の方針について

A　
部
長　

平
成
27
年
度

新
規
採
用
と
し
て
は
、

現
段
階
で
一
般
事
務
13
名
、

五
条
保
育
所
の
保
育
士
3
名

を
新
た
に
採
用
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
に
つ
い
て
も
、
退
職
者

の
人
数
や
再
任
用
職
員
の
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
必
要

な
人
員
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
土
木
の
技
師
に
つ
い
て

は
平
成
25
年
度
は
建
築
技
師

１
名
、
土
木
技
師
１
名
の
計

２
名
を
採
用
し
平
成
26
年
度

に
は
、
土
木
技
師
１
名
を
採

用
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、

建
築
技
師
、
土
木
技
師
各
１

名
を
採
用
し
ま
す
。
ま
た
再

任
用
職
員
の
専
門
を
生
か
せ

る
よ
う
配
置
し
ま
す
。

A　
部
長　

太
宰
府
市
体

育
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利

用
者
が
毎
年
５
万
人
を
超
え
、

多
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
定

期
利
用
で
は
30
余
り
の
団
体

が
日
々
の
練
習
だ
け
で
は
な

く
小
・
中
規
模
の
大
会
を
年

間
20
回
以
上
開
催
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
体
育
セ
ン
タ
ー
周

辺
地
域
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
多
く
の
利
用
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
福
祉
の
拠
点
と

し
て
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
公
共
施
設
整
備
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
団
塊
の
世
代
が
退
職

時
代
と
な
り
、
大
量
退

職
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
平
成
26
年
度
末
で

の
退
職
者
の
予
定
数
は
25
名

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
数
年
で
は
相
当
数
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
一
定

の
新
規
採
用
が
必
要
と
思
う

が
平
成
27
年
度
、
平
成
28
年

度
の
採
用
予
定
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら

か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
退
職
予

定
の
技
師
が
7
名
程
度
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
退
職
に

対
し
て
の
新
規
採
用
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

Q　
総
合
体
育
館
も
竣
工

式
を
間
近
に
控
え
、
現

在
あ
る
太
宰
府
市
体
育
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
私
は
近
い
将
来
像

と
し
て
解
体
し
、
福
祉
の
拠

点
と
し
て
、
ま
ず
駐
車
場
整

備
を
し
た
ら
と
か
ね
て
か
ら
思
っ

て
い
る
が
検
討
委
員
会
等
を

つ
く
り
協
議
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

村
山
　
弘
行
　
議
員

職
員
の
新
規
採
用
に

　
　
　

当
た
っ
て
の
対
応
は

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について
（質問と回答の内容を要約）掲載しています。

質問項目
◦太宰府市体育センターについて
◦空き家条例について

質問項目
◦スポーツ振興、スポーツ施設に

ついて
◦星ヶ丘保育園横交差点での死亡

事故について

ど
う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問
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質問項目

問

質問項目

問

質問項目

問

◦認知症を支える地域づくりの施
策について

◦市民の森の多目的広場（仮称観
世キャンプ場）の整備について

◦市内道路における安全性の向上
について

ど
う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問

A　
部
長　

地
域
に
お
い

て
認
知
症
の
人
や
家
族

を
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ら
の
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

24
年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
て
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
地
域
住
民
の
ほ
か
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
も
開
催
が
で
き
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
認
知
症
の
方
の
生
活

を
地
域
で
支
え
る
た
め

医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
構

築
な
ど
、
自
治
体
が
主
体
で

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
認
知

症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

学
校
に
お
い
て
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
太
宰
府
市
に
お
い

て
も
市
民
や
子
ど
も
た
ち
へ

の
啓
発
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
な
ど
認
知
症
施

策
の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は

小
栁
　
道
枝
　
議
員

A　
部
長　

ご
指
摘
の
交

差
点
は
、
市
と
筑
紫
野

警
察
署
で
数
々
の
対
策
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
通
学
路
の

危
険
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
に
対
し
４
方
向
の
車
両

信
号
機
で
あ
る
定
周
期
信
号

機
の
設
置
要
望
の
申
請
を
行
い
、

さ
ら
に
市
長
が
筑
紫
野
警
察

署
に
出
向
き
署
長
に
信
号
機

設
置
の
陳
情
書
の
提
出
を
行
い
、

福
岡
県
公
安
委
員
会
へ
の
上

申
及
び
定
周
期
信
号
機
の
設

置
を
強
く
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

Q　
星
ヶ
丘
保
育
園
横
の

交
差
点
で
の
事
故
が
多
く
、

大
き
な
も
の
も
何
度
も
起
き

て
い
る
。
市
も
筑
紫
野
警
察

署
に
信
号
機
の
設
置
は
要
望

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

特
に
こ
の
交
差
点
は
保
育
園
、

幼
稚
園
の
送
迎
や
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
の
通
学
路

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど

も
達
を
巻
き
込
む
よ
う
な
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
緊
急

に
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た

く
再
度
伺
う
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は

原
田
　
久
美
子
　
議
員

◦改正介護保険法の施行について
◦白川区の諸問題について
◦特別支援学級指導員の研修実態

について

ど
う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問

A　
部
長　

①
太
宰
府
市

に
お
い
て
は
、
今
月
11

月
末
で
高
齢
者
数
１
万
７
，

８
０
２
人
、
高
齢
化
率
２
４
．

９
％
で
、
２
０
２
５
年
に
は

高
齢
者
数
２
万
８
０
４
人
、

高
齢
化
率
２
７
．
９
％
に
な

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

②
現
在
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
市
内
に
１
カ
所

で
す
が
、
来
年
い
き
い
き
情

報
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す

の
で
、
将
来
の
人
口
規
模
、

業
務
量
、
運
営
財
源
や
専
門

職
の
人
材
確
保
の
状
況
、
地

域
に
お
け
る
生
活
圏
域
と
の

整
合
性
に
配
慮
し
、
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
弾
力
的
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

Q　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
２
点
伺
う
。

　

①
新
し
い
法
律
の
サ
ー
ビ

ス
を
運
用
す
る
た
め
に
は
人

口
動
向
が
計
画
策
定
の
フ
ァ

ク
タ
ー
に
な
る
が
、
２
０
２
５

年
の
年
代
別
の
人
口
動
向
と

高
齢
化
率
の
見
込
み
は
。

　

②
医
療
機
関
と
の
協
力
に

よ
る
自
宅
看
護
、
地
域
に
よ

る
生
活
支
援
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
際
の
事
業
所
と
の

連
携
な
ど
中
心
的
な
役
割
を

担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
学
校
区
に
一
つ
設
置
す

る
考
え
は
。

中
学
校
区
に
一
つ
の

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

渡
邊
　
美
穂
　
議
員

質問項目

問

◦全小中学校の普通教室への空調
設備の設置について

◦道路照明灯や信号機等の鉄塔塗
装補修について

◦御笠川の白川橋左岸県道側の護
岸歩道柵の破損改修について

A　
部
長　

①
全
小
中
学

校
の
普
通
教
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
教
室
や
通
級
指
導
教
室
、

音
楽
室
、
図
書
室
、
保
健
室

な
ど
に
お
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
体
調
を
考
慮
し
、
順

次
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
の
地

球
温
暖
化
に
伴
い
異
常
高
温

が
続
く
気
象
状
況
、
Ｐ
Ｍ
2.5

の
飛
来
に
よ
る
環
境
、
大
気

汚
染
の
状
況
を
踏
ま
え
、
通

常
授
業
を
行
う
普
通
教
室
に

も
エ
ア
コ
ン
導
入
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
、今
年
度
調
査
・

研
究
、
導
入
計
画
の
策
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
整
備
手
法

や
整
備
の
順
番
、
熱
源
等
を

盛
り
込
ん
だ
導
入
計
画
を
策

定
中
で
現
在
、
熱
源
等
の
最

終
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

②
時
期
に
つ
い
て
は
、
財

源
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
来
年
度
の
市
長
選

挙
の
あ
と
、
新
市
長
に
最
終

的
な
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　
全
小
中
学
校
へ
の
空

調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、

９
月
議
会
で
も
質
問
を
し
た
が
、

設
置
時
期
を
含
め
た
導
入
計

画
を
作
成
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
以
下
に
つ

い
て
進
行
状
況
等
を
伺
う
。

　

①
学
校
冷
暖
房
設
備
導
入

計
画
策
定
調
査
研
究
は
終
了

し
た
の
か
。

　

②
空
調
設
備
の
設
置
時
期

は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て
い
る

の
か
。

全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

空
調
設
備
の
設
置
の
進
捗
は

上
　
　
疆
　
議
員
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問

質問項目

問

質問項目

問

◦学童保育（放課後児童健全育成
事業）条例の制定について

◦梅林アスレチック公園の充実と
今後の管理について

ど
う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問

A　
部
長　

福
岡
空
港
に

つ
い
て
は
２
０
１
７
年

度
の
予
定
で
民
間
委
託
が
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

助
成
金
事
業
の
財
源
と
な
っ

て
い
る
空
港
駐
車
場
の
管
理

運
営
事
業
も
民
間
委
託
の
範

囲
に
入
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
よ
う
な
空
港
周
辺
環

境
整
備
事
業
が
今
後
存
続
す

る
か
ど
う
か
現
時
点
で
は
未

定
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
一
般
財
団
法
人
空
港
環

境
整
備
協
会
よ
り
消
防
車
両

や
移
動
図
書
館
車
の
整
備
、

共
同
利
用
施
設
の
備
品
等
の

購
入
に
助
成
を
受
け
て
お
り

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
事
業

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
福
岡
市

を
初
め
と
す
る
空
港
周
辺
市

町
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
福
岡
空
港
の
民
間
委

託
の
問
題
は
単
に
福
岡

県
、福
岡
市
の
問
題
で
は
な
く
、

太
宰
府
市
に
お
い
て
も
平
成

25
年
12
月
に
買
い
替
え
た
移

動
図
書
館
車
「
す
く
す
く
号
」

は
一
般
財
団
法
人
空
港
整
備

協
会
か
ら
の
助
成
金
で
購
入

す
る
な
ど
福
岡
空
港
の
環
境

対
策
に
関
連
し
た
事
業
も
行

わ
れ
て
い
る
。
民
間
委
託
に
よ
っ

て
今
後
こ
う
い
っ
た
対
策
事

業
が
ど
う
い
う
方
向
に
進
む

の
か
、
市
と
し
て
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

空
港
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
継

続
を

藤
井
　
雅
之
　
議
員

A　
部
長　

①
来
年
4
月

よ
り
6
年
生
ま
で
拡
大

す
る
よ
う
条
例
改
正
を
行
い

ま
す
。
部
屋
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
余
裕
教
室
や
特
別
教

室
を
確
保
し
て
増
設
し
て
い

き
ま
す
。
入
所
者
が
多
い
夏

休
み
は
、
特
別
支
援
学
級
の

教
室
な
ど
を
臨
時
的
に
代
用

し
て
対
応
し
、
指
導
員
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
利
点
を
生
か
し
て
、
増
設

に
対
応
し
て
人
員
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

　

②
議
案
第
62
号
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

「
省
令
の
規
定
に
よ
る
基
準
と

す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
法

制
執
務
上
通
例
で
あ
り
、
重

複
や
煩
雑
さ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

法
制
執
務
上
の
適
切
な
表
現

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
①
12
月
議
会
の
第
61

号
議
案
で
、
入
所
要
件

の
拡
大
と
し
て
、
6
年
生
ま

で
の
入
所
が
可
能
に
な
る
が
、

現
在
の
施
設
で
受
け
入
れ
が

可
能
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
新
設
、
増
設
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

②
第
62
号
議
案
で
学
童
保

育
所
事
業
の
設
備
、
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

制
定
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、第
2
条
に
お
い
て「
厚

生
労
働
省
令
第
63
号
の
規
定

に
よ
る
基
準
の
と
お
り
と
す
る
」

と
あ
り
、
条
例
で
中
身
が
見

え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

学
童
保
育
利
用
拡
大
の
整
備
は

神
武
　
綾
　
議
員

質問項目
◦福岡空港の民営化に伴う太宰府

市への影響について
◦福岡県住宅供給公社の都府楼団

地の活用について

◦中学校ランチサービスの改善に
ついて

◦地域における学習の支援につい
て

ど
う
な
っ
と
う
と
？
　
一
般
質
問

A　
部
長　

利
用
率
が
低

い
原
因
に
み
ん
な
が
頼

ま
な
い
か
ら
頼
み
に
く
い
と

の
生
徒
の
意
見
が
あ
り
、
有

料
で
の
試
食
会
、
ご
飯
の
量

を
普
通
と
大
盛
り
、
保
護
者

負
担
を
310
円
か
ら
300
円
に
値

下
げ
等
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
は
11
月
ま
で
の
平

均
で
一
日
当
た
り
の
注
文
数

が
122
個
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

利
用
率
の
目
標
値
は
業
者
が

こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
け

る
以
上
の
数
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
は
現
時
点

に
お
い
て
完
全
給
食
に
準
ず

る
と
て
も
よ
い
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　
利
用
率
が
低
い
原
因

に
つ
い
て
は
議
会
か
ら

も
い
く
つ
か
指
摘
が
あ
っ
た
が
、

改
善
し
た
点
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　

中
学
校
の
完
全
給
食
に
つ

い
て
は
今
ま
で
考
え
て
い
な

い
旨
の
回
答
だ
っ
た
が
、
現

在
も
同
じ
で
あ
る
の
か
。

　

ま
た
完
全
給
食
を
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
利
用
率
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

目
標
値
は
あ
る
の
か
。

　

完
全
給
食
の
100
％
に
対
し

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率

は
5.4
％
し
か
な
い
。
100
に
対

し
5.4
と
い
う
数
字
が
な
ぜ「
準

ず
る
」
な
の
か
伺
う
。

中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
状
は

門
田
　
直
樹
　
議
員

質問項目

問

◦水城1350年記念事業について、
関連して黒田官兵衛について

◦議案第55号、56号、57号につ
いて

◦来年度予算編成について

A　
部
長　

当
日
は
市
と

教
育
委
員
会
等
の
共
催

に
よ
り
ま
す
「
１
３
５
０
（
い

ざ
Ｇ
Ｏ
!!
）
ぐ
る
っ
と
水
城

デ
ー
」
と
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
創
立
40
周
年
事
業
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
て
ぉ

り
、
当
日
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

基
本
計
画
は
策
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
市
独
自
の
事

業
と
し
て
、
太
宰
府
市
扶
餘

群
姉
妹
都
市
文
化
交
流
公
演
、

太
宰
府
発
見
塾
、
ま
た
市
民

政
庁
ま
つ
り
会
場
や
11
月
の

福
岡
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
地

点
会
場
で
水
城
築
造

１
３
５
０
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
毎
年
11
月
に
九
州
国

立
博
物
館
茶
室
の
開
館

を
記
念
し
、
茶
道
愛
好
家
、

茶
道
教
授
の
方
と
市
民
茶
会

を
開
催
し
て
き
た
。
平
成
26

年
も
10
月
19
日
に
予
定
し
、

県
民
文
化
祭
の
企
画
と
し
て

補
助
金
も
つ
い
て
い
た
。
水

城
跡
東
門
周
辺
の
使
用
許
可

が
お
り
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　

４
市
２
町
の
水
城
、大
野
城
、

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
実

行
委
員
会
の
事
業
以
外
に
太

宰
府
市
独
自
の
基
本
計
画
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

水
城
１
３
５
０
年

　
　
　

記
念
事
業
の
計
画
は

芦
刈
　
茂
　
議
員
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年
改
ま
り
二
月
と
も
な
る
と
手
帳
も

新
し
く
な
り
、
書
店
の
真
ん
中
を
占
領

し
て
い
た
手
帳
コ
ー
ナ
ー
も
随
分
遠
慮

が
ち
に
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
年
間
の
「
相
棒
」
を
見
つ
け
る
ま
で

何
軒
も
店
を
歩
く
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
携
帯
電
話
が
進

化
し
よ
う
と
手
帳
だ
け
は
な
く
な
ら
な

い
と
思
う
。
手
帳
は
人
生
の
縮
図
だ
と
言
っ

た
人
が
い
る
。
宮
沢
賢
治
が
亡
く
な
っ

た
翌
年
、
手
帳
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の

昭
和
六
年
十
一
月
三
日
の
ペ
ー
ジ
に
書

い
て
あ
っ
た
の
が
あ
の「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

の
詩
で
あ
る
。
新
し
い
相
棒
と
記
憶
に

残
る
一
年
に
し
た
い
。�

　
（
真
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

長
谷
川　

公　

成

副
委
員
長　
　

小　

畠　

真
由
美

委　
　

員　
　

福　

廣　

和　

美

委　
　

員　
　

藤　

井　

雅　

之

委　
　

員　
　

芦　

刈　
　
　

茂

委　
　

員　
　

神　

武　
　
　

綾

委　
　

員　
　

陶　

山　

良　

尚

総務文教常任委員会
◆10月8日　北海道千歳市　防災学習センター「そな

　　　　　えーる」
◆10月9日　北海道札幌市　資生館小学校
◆10月9日　北海道苫小牧市　スクールソーシャル

　　　　　ワーカー
　千歳市の防災学習センター「そなえーる」は、「学ぶ」
「体験する」「備える」の３つのコンセプトで運営され
ていました。視察時にも親子連れで見学されており、
地域に根付いた施設でした。
　札幌市の資生館小学校は、ドーナツ化現象により小
学校４校の統合と併せてミニ児童館、保育園等を１つ
の施設に集約したもので、今後、太宰府市においても
公共施設の統廃合の際には参考になる取り組みでした。
　苫小牧市のスクールソーシャルワーカー事業は、北
海道内でも先駆けて取り組まれた事業で、相談件数も年々
多くなっており、今年度は１名増員するとの説明を受
けました。不登校問題を解決する上でも重要な取り組
みだと認識しました。

行政視察報告
　各市で視察した内容を今後の政策に反映していきます。

議会を傍聴してみませんか
３月定例議会の日程（予定）

２月

３月

25日（水）

 27日（金）

3日（火）

4日（水）

5日（木）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

13日（金）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

20日（金）

本会議（提案理由説明）

本会議（質疑・委員会付託）

総務文教常任委員会

建設経済常任委員会

環境厚生常任委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問・予備日）

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会（予備日）

本会議（報告・質疑・討論・採決）

本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます。

【お知らせ】
　大田勝義議員が一身上の都合により平
成26年10月31日をもって議員辞職され
ました。
　これにより１人欠員となり議員の現数
は18人から17人となりました。

第1回市議会意見交換会を開催しました
　平成26年11月16日（日）、市内２会場（いきいき情報センター、文化ふれあい館）におい
て今年４月の議会基本条例施行後、初めての意見交換会を開催しました。
　当日は、多くの市民の皆様にご参加をいただき、ありがとうございました。
　議員のみでの運営、また初めての開催ということで不慣れな点もあり、皆様より多くのご
指摘をいただきました。
　いただいたご意見を参考に次回以降の意見交換会が意義あるものとなるよう反映していき
たいと考えております。


